
ＳＳ－ＰＲＯ説明 



1 現場設定 

現場を作ります。精度管理表に 

乗る現場情報も入力します。 

２ 座標設定 

既知点の座標を入力します。 

３ ＲＴＫ 

ＲＴＫデータの取り込み、 

ベクトルの編集等を行います。 

４ 点検 

環閉合の点検を行います。 

５ 仮定網平均計算 

仮定網平均を行います。 

６ 実用網平均計算 

実用網平均を行います。 
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２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

SS-PROでは、取り込みや基線解析などの処理を選択すると、 

自動でデータのバックアップを行っていますが、任意のタイミングでデータを 

バックアップすることも出来ます。 

  

任意のタイミングでバックアップを行う場合、ツールバーのバックアップ を選択してください。 



現場設定 を押す。 

新しく現場を作るので 

新規現場 を押す。 

★現場設定 

現場設定 



★現場設定 

現場名を入力 

座標系を選択 

作業名等を入力。 

後で精度管理表に反映されます。 

入力後 登録  

ＰＣＶはＲＴＫ、ネットワーク型ＲＴＫ 

においては使わないのでチェック 

をはずす。 

ＧＮＳＳ にチェックをつけると 

手簿、記簿がＧＮＳＳ観測手簿、 

ＧＮＳＳ観測記簿という表示になります。 

 

チェックをつけないと手簿、記簿 

がＧＰＳ観測手簿、ＧＰＳ観測記簿 

という表示になります。 

 

ネットワーク型ＲＴＫはＧＰＳなので 

チェックをはずします。 

処理計算の設定 

ＰＣＶ補正 



計算制限値 

何級基準点測量か選択します 

設定終了後 終了  



★座標設定 

座標設定 

座標設定 を押す。 

座標を手入力しますので 

そのまま 次へ  

次へ 

既知点の点名、座標を入力します。 



★座標設定 

1 Ｈ種別 切替 を押す。楕円体高と標高を入れ替える。 

1 

1 

２ 既知点の成果を入力します。既知点にチェックを入れる。 

点名も入力して下さい。 

２ 

３ BL、標高を入力します。ＸＹでも計算出来ますが、ＢＬがある場合 

は必ずＢＬを入力して下さい。 

入力は139°42’9”809794なら1394209.809794 と入力します。 

エンターを押していくと一つずつ下がっていきます。 

３ 

４ 換算方法が初め自動になっているので、ＸＹと楕円体高を自動的 

に計算します。楕円体高=標高＋ジオイド高ですが、ジオイド高はジオイド２０００から 

読み込むので成果値と合いません。 

換算方法を手動に換え、成果の標高＋ジオイド高の値を入力して下さい。 

４ 

４ 

５ 全ての既知点を入力したら 登録 

５ 



ＲＴＫデータ取り込み 

★ＲＴＫデータ取り込み 

データが入ったフォルダの中の．ｄａｔ  

というファイルを全てのファイルを選んで 

開く を押す。 

ＳＤカードの中の ＳＤＲ８ＲＴＫ+  

               ↓ 

            ＤＡＴＡ 

               ↓ 

            現場名の入ったフォルダ 

参照 

取り込み 



★ＲＴＫデータ取り込み 

設定→オプション設定→帳票出力→観測記簿 

｢重複｣、｢点検｣の較差表 

を表示にチェック 

終了 

★このチェックはＲＴＫ、Ｎ．ＲＴＫ時に行います。スタティックでは 

 地籍の時以外チェックをいれません。 



ＲＴＫ→RTK観測ファイルツール 

観測データ編集 

★ＲＴＫデータ取り込み 

００９Ａ（４セッション目 点検測量） 
を選択 



★ＲＴＫデータ取り込み 

４セッション目は点検測量なので 点検測量を選んで 保存終了  

戻る 

終了 



★ＲＴＫデータ取り込み 

この時点で新点１と２で観測した点検測量の重複の比較が終わって 

います。 

記簿 をクリック 

ＯＫ 

例だと００９Ａが点検測量なので００９Ａがついた 

記簿を見ます。 

採用値（本観測）との差が出てきています。 



★ＲＴＫデータ取り込み 

小さい × をクリックしベクトルのある画面に戻ります。 



★ＲＴＫデータ取り込み 

ベクトル をクリックすると全てのベクトル 

が表示されます。 

 

１セッション目008Aは採用（往観測）、 

２セッション目008Bは採用（復観測） 
３セッション目008Cは採用（復観測） 
４セッション目009Aは点検（点検測量） 
となっています。 

 

復観測は仮想点を変えたので２つ 

ファイルがあります。 

ネットワーク型ＲＴＫは観測した時点で解析が終わっている状態 

なので 解析後 になってます。 



★点検 

閉合の点検をします。 

 

ＲＴＫ→ＲＴＫ自動閉合 

１セッション目008A（往観測）と2セッション目 

008B（復観測）の閉合を点検します。 

 

１セッション目008Aをクリックしてから 

次へ 

２セッション目008Bをクリックしてから 

次へ 

例の場合セッション008A、008Bにおいて 

 

固定点（仮想点）703と702と移動点1と2の 

四角形が ＯＫ（制限値内） 
 

固定点（仮想点）703と702と移動点2と302の 

四角形が ＯＫ（制限値内） 
 

が分かりました。 

 

 



★点検 

計算結果が知りたい場合、 

知りたいものをクリックし 

詳細 をクリック 

良ければ 保存 

クリア をクリックするとセッションを選択できる画面 

に戻るので、残りも同じ要領で計算します。 



★仮定網平均計算 

設定→最短辺数 

既知点から既知点への最短辺数 

を入力します。 

今回は始点３０１ 

終点３０２なので点を 

左クリックしていきます。 

最短辺数は今回は ２ なので 

２ と入力。 

最短辺数とは 



★仮定網平均 

301 を左クリックすると黒くなります。 

今回は 301 を固定して仮定網平均計算を行います。 

仮定網平均計算を行います。 

仮定網をクリック 



★仮定網平均 

仮定平均計算を実行する。 

次へ 

ＲＴＫ にチェック 

固定値 にチェック 

ＯＫ 

終了 



★仮定網平均 

次へ 

最短辺数は先程入力したので 

そのまま 完了 

仮定網平均計算が終わりました。 



★仮定網平均 

点検簿 をクリック 

例だと水平位置の閉合 制限値内 

各項目が制限値以内 

だと ＯＫ となります。 

仮定網平均計算が制限に入っているか確認します。 

ベクトルの偏差  

制限値内 



★仮定網平均 

× をクリックしてグラフィック画面へ 



★実用網平均 

実用網平均計算を行います。まず視通を設定します。 

実用網をクリック 

使用するベクトルの視通を設定 

する。 にチェック 

次へ 

完了 



★実用網平均 

視通あり、なしを選びます。（デフォルトは 視通あり です。） 
 

直接観測法は仮想点が節点扱いで各点間に入ってくるため、 

基本的に全て 視通なし となります。 

 

ベクトルを右クリック→通常視通の一括設定 

→全て視通無に設定 

 

平均計算の帳票、成果表に視通が記載されなくなります。 

直接観測（ベクトル）がない点間の視通設定 
 

①任意のベクトル上で右クリック→新規視通設定 

 

②視通を作成したい測点を図上で選択して下さい 

（今回は測点1と2を選択します）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

③登録をクリックすると視通用のベクトルが発生します。 

1 

2 



★実用網平均 

もう一度実用網 をクリック 

次へ 

実用網平均計算に必要ない 

ベクトルをはずします。 

既知点間のベクトルは自動的に 

無効となりますが、それ以外のベクトル 

は手動で無効とする必要があります。 

完了 



★実用網平均 

平均図の通りに必要ないベクトルを左クリックしていきます。 

（ベクトルが黒くなります。） 



★実用網平均 

実用網 をクリック 

実用平均計算を実行する 

を選んだまま  

 

 

 

次へ 

ＲＴＫ 

 

全ての既知点を有効にする 

にチェックを入れて 

 

完了 



★実用網平均 

固定値（Ｎ・Ｅ・Ｕ） 
 

ＯＫ 

終了 

次へ 

実用網平均計算が終わりました。 



★実用網平均 

点検簿 をクリック 

実用網平均計算が制限に入っているか確認を行います。 

実用点検 をクリック 

新点水平位置及び標高の標準偏差 が制限値内か確認 

 



★実用網平均 

× でベクトルの画面に戻る 

計算に使用していないベクトルは薄くなっています。 



★帳票出力 

最後に 帳票出力 をクリック 

計算は終わりです。 

 

出力 から帳票を確認及び編集を行います。 




